
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和５年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５ 最終評価
（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

○単元計画・振り返りシートを活用した
金泉授業の実践

○授業毎の振り返りと自己調整力の向上により、主体的に学
びに向かう生徒が増え、各教科全国・県学習状況調査の正答
率が県平均を上回る。
○学校評価アンケートで、「授業の振り返りを通して、どんな学
習が必要かが分かり、家庭学習や復習をすることができた。」、
「各教科のどの観点の力がついているか、また課題であるかが
自分でわかった。」という問いに対して肯定的に回答した生徒
90％以上を目指す。

・単元課題（単元を貫く問い）や授業の学習内容・めあてを提示
し、振り返り記入欄を設けた単元計画・振り返りシートを各教科
各単元で作成し、単元学習後に３観点の評価を行う。
・単元計画・振り返りシートを活用した金泉授業を各学年で実施
する。
・ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽﾃｽﾄとその評価についての情報交換会を校内研究
会で行う。

Ａ

・３年生で実施された全国学習状況調査では国語・数学・英語
のすべての教科で県平均を上回り、目標を達成できた。
・学校評価アンケートで、「授業の振り返りを通して、どんな学
習が必要かが分かり、家庭学習や復習をすることができた。」
の問いに対し、81％の生徒が､「各教科のどの観点の力がつ
いているか、また課題であるかが自分でわかった。」の問いに
対し、85％の生徒が肯定的に回答し、どちらも目標を達成する
ことができなかった。

Ａ

・年度末の学習ｱﾝｹｰﾄでは「授業の振り返りを通して，どんな学
習が必要かが分かり，家庭学習や復習をすることができた。」
の項目で80％の生徒が，「各教科でどの観点の力がついてい
るのか，また課題であるかが自分でわかった。」の項目で91％
の生徒が肯定的な回答をしている。通知表を渡す際に，成績
の見方・捉え方の説明をしことで，観点別の評価内容を理解し
て学習を進めている生徒が昨年度より増えていることがわか
る。

Ａ

・家庭学習や復習の取組、振り返りシートを活用し
た金泉授業の実践、そしてパフォーマンステストな
ど、授業に工夫を凝らす中で、生徒が授業に主体
的に取り組んでいることが分かる。 研究主任

●生徒が、自他の生命を尊重する心、
他者への思いやりや社会性、倫理観
や正義感、感動する心など、豊かな心
を身に付ける教育活動

○学校評価アンケートで、「道徳の時間やお話しタイムでは自
分の行動を振り返って、自分の生き方を見つめなおしている
か」という問いに対して肯定的に回答した生徒85％以上を目指
す。

・道徳の時間を通して、命を大切にする心、思いやりと感謝の気持ちを
育む心、規律やルールを守る心を養う授業を行う。
・学校行事前後の道徳の時間において、活動を有意義にするための
心を養う内容を取り扱う。また、活動後に自分や他者を承認する場を
設け、自他に目を向ける中で、多様なものの見方に触れ、心豊かな生
き方の追求を目指す。

Ａ

・１学期生徒アンケートにおいて「道徳の時間やお話しタイムでは自分の行動
を振り返って、自分の生き方を見つめなおしているか」では、肯定的に回答した
生徒が90％であり目標を達成することができた。
・学校行事の前後には、「いいとこ探偵」を実施するなど他者を承認する雰囲
気を作ることができた。
・１学期実施「ふれあい道徳」の日には、保護者参観のもと、全学年で授業を実
施することができた。

Ａ

・１学期生徒アンケートにおいて「道徳の時間やお話しタイムでは自分の
行動を振り返って、自分の生き方を見つめなおしているか」では、肯定的
に回答した生徒が92％であり目標を達成することができた。
・各学年とも、担任だけでなく学年職員全員で道徳の授業に取り組み、
生徒一人ひとりの変容や成長を共有することができた。
・職員研修において、道徳で育成した資質・能力をどのように記述して評
価するかについて研修し、共通理解を図ることができた。

Ａ

・朝の見守りやウォーキング中、生徒にあうとよく挨拶をし
てくれる。数値目標を達成していることも踏まえ、道徳の
授業や学校での心を養うことが、生徒の日常の行動にも
表れていると思う。
・道徳の授業だけでなく、学校生活の友達関係や部活動
での先輩・後輩とのつき合いの中で学ぶことも多いと思
う。

道徳担当

●いじめの早期発見、早期対応に向
けた取組の充実

○学校評価アンケートで、「学校はいじめを許さない雰囲気作
りに努めていると思うか」という問いに対して肯定的に回答する
生徒、保護者ともに90％以上を目指す。
○毎月の生活アンケートで、「楽しい学校生活が送れた」と答え
る生徒90％以上を目指す。

・生徒朝会での「いじめ０宣言」の復唱、全校朝会やお話タイム
の実施でいじめを許さない環境を作り、毎月の生活アンケート
の実施で早期認知・対応を行う。
・開発的生徒指導の強化を図り、生徒一人ひとりに出番を与え
るとともに自信をもたせ、正義感を育みながらいじめが起きない
環境づくりを行う。

Ａ

・学校評価アンケートで、「学校はいじめを許さない雰囲気作りに努
めていると思うか」という問いに対して生徒、保護者ともに肯定的な
回答が90％を超えた。
・毎月の生活アンケートにおいて、嫌な思いをした生徒がいれば早急
に聞き取りを行った。また、加害生徒にも話を聞き、指導し、教員間
の情報共有も迅速に行うことができた。「楽しい学校生活が送れた」
と答えた生徒が95％を超えた。

Ａ

・学校評価アンケートで、「学校はいじめを許さない雰囲気作り
に努めていると思うか」という問いに対して「そう思う」「ややそう
思う」と答えた生徒が95%、保護者が93%で、共に90％を超え
た。
・毎月の生活アンケートにおいて、「楽しい学校生活が送れた」
と答える生徒97％を超えた。道徳の授業や短学活の時間の指
導で、命や仲間を大切にする気持ちが高まってきている。

Ａ

・楽しい学校生活を送れていると回答した生徒が97％を
越えていることはすばらしい。いじめの、認知・覚知の数
が増えていることに関しては、校長先生が説明された学
校側が「いじめの定義」に則して対応されているためと分
かった。今後も、いじめを許さない雰囲気づくりに努めて
いただきたい。

生徒指導主事

●◎生徒が夢や目標を持ち、その実
現に向けて意欲的に取り組もうとする
ための教育活動。

●学校評価アンケートで、「先生はあなたのよいところを認めて
くれていると思う」という問いについて肯定的に回答した生徒
90％以上を目指す。
●◎学校評価アンケートで、「将来の夢や目標を持っている」と
いう問いについて肯定的な回答をした生徒80％以上を目指
す。

・学活ノートでの交流などにおいて、生徒が自己効力感をもてる
ような承認をする。
・各教科だけでなく道徳や総合的な学習において、児童生徒が
キャリアの見通しをもてるような取り組みを計画的に行う。 Ｂ

・学校評価アンケートで、「先生はあなたのよいところを認めてくれていると思う」という問
いについて肯定的に回答した生徒91％であり、目標を達成することができた。
・学校評価アンケートで、「将来の夢や目標を持っている」という問いについて肯定的な回
答をした生徒が71％であり、目標よりやや低い数値であったため、後期においては、より
一層生徒がキャリアの見通しを持てるような取り組みを計画的に行う。
・２年生では、キャリア教育の一環として職場体験学習を実施し、サガン鳥栖『夢』先生を
行い「夢」をテーマに授業を行った。

Ｂ

・学校評価アンケートで、「先生はあなたのよいところを認めてくれていると思う」と
いう問いについて肯定的に回答した生徒92％であった。前期を1％上回り目標を
達成することができた。
・学校評価アンケートで、「将来の夢や目標を持っている」という問いについて肯定
的な回答をした生徒が70％であり、目標を下回ったが、学年が進むにつれ肯定的
な回答が増えている。さらに、取り組みの工夫が必要である。
・キャリア教育の一環として、１年生では、職業人を招いての「働く人に学ぶ会」、２
年生では、高校生を招いての「先輩に学ぶ会」を行った。

Ｂ

・夢や目標をもっていないと回答した生徒には、個別に対応していくこと
も必要ではないだろうか。
・先生と生徒との結びつきは、日頃からの会話、接し方を通じて信頼関
係が築けていくと思う。生徒の意外な一面を見つけて、それを媒介として
接してほしいと思う。
・校区内に工業団地があるので、職場体験、職場見学等をして「キャリア
教育」を進めてほしい。

学年主任

○人権・同和教育の推進 ○学校評価アンケートで、「差別をしない、許さない事の大切さ
に気づくことができたか」という問いに対して肯定的に回答した
生徒80％以上を目指す。

・部落問題学習の実施や人権週間の取り組み等で、人権意識
を高める。
・人権・同和教育に関する職員研修の充実（確実な実施）を図
る。

Ａ
・学校評価アンケートで「差別をしない・許さない」の問いに肯定的に
回答した生徒は97％だった。また、職員研修を実施し、社会科と学年
道徳と連携して、人権・同和教育学習を実施することができた。 Ａ

・学校評価アンケートで「差別をしない・許さない」の問いに肯定
的な回答をした生徒は99％であった。また、性の多様性につい
ても学年道徳の時間を使い、職員と生徒の理解を深めることが
できた。

Ａ
・友達間で差別を許さない意識が強くなれば、いじ
めなどは絶対に起きない。今以上に、相互理解を
深める学習に取り組んでほしい。

人権・同和教育担当

●望ましい食習慣と食の自己管理能
力の育成

●学校評価アンケートで、「健康に良い食事をしている」という
問いに対して肯定的に回答する生徒95％以上を目指す。
○学校評価アンケートで、「朝食をとって登校している」という問
いに対して肯定的に回答する生徒80％以上を目指す。

・各学年の指導目標に合わせた題材で栄養士による講話を行い、食
事の重要性について意識を高める。
・生徒会と協力し、生活状況調査、食に関する意識調査を実施し、朝
食摂取を推進する。
・保健だよりや給食だよりを通して、子どもの食の問題点を提起し、家
庭における食生活改善への関心を高める。

Ｂ

・第1回学校評価アンケートで、「健康に良い食事をしている」という問いに肯定
的に回答した生徒は94％、「朝食をとって登校している」という問いに肯定的に
回答した生徒は90％であった。今後も食の大切さについて指導を続けていきた
い。
・６月の食育月間にあわせ、朝食の摂取の大切さと歯の健康を関連付けた掲
示物を作成して生徒への啓発を行った。
・栄養士による食育講話を、食育月間である１１月に計画している。

Ａ

・第２回学校評価アンケートで、「健康に良い食事をしている」という問い
に肯定的に回答した生徒は96％、「朝食をとって登校している」という問
いに肯定的に回答した生徒は94％と、どちらも前回を上回った。しかし、
「朝食をとって登校している」という問いに否定的に回答した生徒が6％
いたため、来年度も引き続き指導を継続していく。
・12月に各学年で食育講話を実施した。講話後の感想から、自分の食生
活を振り返り、改善点について考える機会となったことがうかがえた。

Ａ

・食事に関する２つのアンケートで、どちらも肯定的
な回答が多いことはいいことである。しかし、朝食を
とらずに登校している生徒がいることについても何
か対応していくべきではないだろうか。

養護
食育担当

○安全に関する資質・能力の育成 ○学校評価アンケートで、「避難訓練、安全指導教室、薬物乱
用防止教室により、命を大切にするという意識が高まったか」と
いう問いに対して肯定的に回答する生徒90％以上を目指す。
○生徒の生活事故・交通事故の発生割合が前年度以下を目
指す。

・命の大切さを実感できるよう外部機関を活用した性に関する指導、
食育教室や薬物乱用教室を開催する。また、より生徒の理解を深める
ために、保健だより等の各種通信において講演等の内容を家庭に周
知する。
・生徒の危険回避能力や危険予知能力を向上させるとともに、日頃か
らの指導や地域・家庭・関係機関との連携を図る。また、避難訓練は
火災避難訓練と地震避難訓練を各年で行っていく。

Ａ

・第1回学校評価アンケートでは、全校生徒のうち97％が肯定
的な回答であった。外部機関を活用した講話についても、命を
大切にしたいと振り返る生徒が多かった。
・保護者の結果が90％を下回るので各種取り組みを周知する
とともに、普段の生活でも安全意識をもって登下校ができるよ
うに指導していくことを重点に置きたい。

Ａ

・第２回学校評価アンケートでは、全校生徒のうち99％が肯定的な回答
であり前回よりも2％アップした。外部機関を活用した講話についても命
を大切するために、交通ルールを順守したいと感想を記述した生徒が多
かった。
・保護者の結果は3年生・2年生で肯定的な回答が100％であり、1年生
でも97％と前回よりも大幅にアップした。学校通信等で安全に関する情
報発信を見てくださるようになったと考えられる。訓練や講話等で得た知
識を実生活に反映できるように、全職員で呼びかけをしていきたい。

Ａ

・命を大切にしようとする意識が高まったかという項目に
99％の生徒が肯定的であり、大幅に向上してきている。
訓練や講話をはじめとする学校での取組が、生徒だけで
なく保護者の安全に対する意識向上につながっている。
地震や水害などの天災に備え、地域でも防災訓練を行っ
ている。地域と学校とで連携できるところは協力したい。

養護
安全担当

●業務効率化の推進と時間外在校等
時間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校等時間の上限を遵守
する。
〇上期、下期で時間外在校等時間の平均が前年度以下を目
指す。

・毎週水曜日の定時退勤日の徹底を行う。
・毎日の業務記録票記入による勤務実態把握と分析を行う。

Ｂ
・定時退勤日には全職員へ呼びかけを行った。業務効率化の意識を
もって取り組み、退勤してもらうよう働きかけた。
・業務記録票への入力を随時呼びかけるとともに、毎月の結果をもと
に各職員に対して現状と健康面の心配を報告した。

Ｂ
・全職員に業務効率化の意識をもつよう働きかけ、定時退勤日の
退勤を呼びかけた。
・時間外在校等時間の平均が昨年度に比べ2.2時間減少、月平均
45時間以上の職員の割合が昨年度に比べ6％減少させることがで
きた。

Ｂ
・少しずつでも時間外在校等時間が減少傾向に
なっていることで、先生方の定時退勤の意識が感じ
られる。

教頭

○業務改善・教職員の働き方改革の
推進

○学校評価アンケートで「学校行事等の精選および、職員の多
忙化の解消ができたか」という問いに対して肯定的に回答した
教職員80％以上を目指す。

・学校行事の精選、校務分掌の効率化を図るとともに、職員間
でのサーバーの情報共有を促進する。
・取組の共有化を図り、職員の意識向上につなげる。 Ｂ

・諸会議や行事の精選・効率化については運営委員会等で協議し、職員会議
で提示するようにした。第１回学校評価アンケートでは、多忙化の解消につい
ての肯定的な意見は53％にとどまっている。
・取組の共有化についてはできており、職員の意識を向上させることに今後重
点を置きたい。

Ｂ

・多忙化の解消についての肯定的な意見は64％で、成果指標の80％は達成でき
なかったが、第1回アンケート結果と比較すると11％アップしている。今後も継続し
て、行事の精選・効率化に努めたい。
・サーバーに記録を残し活用することで、取組の共有化はできている。生徒アン
ケートなどについてもタブレット等を活用したデジタルアンケートに移行しつつあ
る。

Ｂ

・効率化を図り多忙化解消に向けて、先生方の意識が11％アッ
プしているところは評価できる。
・以前と比べて働き方改革は進んでいると思うが、教職員での
肯定的な意見はまだ64％にとどまっている。自分自身で解決
するのではなく、「チーム金泉」として解決してほしい。

教頭

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○小中連携

○９か年を見通した小中連携の推進 ○学校アンケートで、「学校は『雄飛学園』として小中連携して共通な
指導を行い、９年間という期間で子どもの育成に取り組んでいるか」と
いう問いに対して肯定的に回答した保護者80％以上を目指す。

・金立小・久保泉小･本校の雄飛学園教育「めざす１５歳の春」を共有
し、系統的な教育活動を展開する。
・授業公開を年間３回以上設定し、共通課題・実践についての意見交
換を行う。
・雄飛学園教育合同研修会を開催し、各種研修会や児童生徒理解を
深め、個に応じた具体的指導の手立てについて協議する。
・雄飛学園ＰＴＡの行事を通し、中学生と小学校との交流を深め、中１
ギャップを軽減し、スムーズな移行を図る。

Ａ

・３校の全職員で理念を共有化し確認を行った。各部ごとの教育活動についても現
在実践中である。
・授業公開は、１学期に中学校が行った。２、３学期に小学校２校で行う予定であ
る。
・職員の合同研修会を夏季休業中に研修会を４回行うことができている。
・雄飛学園新入学説明会は実施予定である。また、生徒会による説明や授業・部活
動見学も行う予定である。
・第１回学校評価アンケートで、「子どもの育成に取り組んでいる」という問いに対し
て肯定的に回答した保護者は94％であり、目標を達成した。

Ａ

・３校の全職員で理念を共有化し確認を行い、各部ごとの教育活動についても現
在実践中である。
・授業公開は、１学期に金泉中学校、２学期に金立小学校で行った。３学期（２月）
久保泉小学校で行う予定である。
・職員の合同研修会を夏季休業中に研修会を４回行い、研鑽を深めることができ
た。
・雄飛学園新入学説明会を１１月に実施し、生徒会による説明や授業・部活動見
学も行った。次年度は日程を繰り上げて実施予定である。
・第１回、第２回の学校評価アンケートで、「子どもの育成に取り組んでいる」という
問いに対して肯定的に回答した保護者は94％であり、目標を達成した。

Ａ

・学校通信などは見ているが、クラスの様子な
どを学校通信などで地域住民にも知らせてもよ
いのではないだろうか。
・地域の方の声として、生徒がとても素直で好
印象を持たれていた。

教頭
教務主任

○地域連携

○学校運営協議会をいかした地域と
の連携の充実

〇学校評価アンケートで「地域や社会をよくするために何かをしてみ
たいと思う」という問いに肯定的な回答をする生徒80％以上を目指
す。

・生徒が地域行事に積極的に参加できるように、学校運営協議会の中
で情報を共有する。
・生徒のボランティア活動に対する意識を高めるために、保護者・地域
の方との連携を図る。
・地域の方をゲストティーチャーとして招聘したり、職場体験活動で事
業所等との交流を行う。

Ａ

・学校運営協議会において、資源物回収をはじめとした地域と関わりのある活
動を教職員が報告したり、地域の活動を協議会委員が報告したりした。
・金立小校区でクリーンボランティアを開催した。50人近くの生徒が参加して、
ゴミの分別や集約を保護者や地域の方と協力しながら行った。
・校区内にある１１の事業所の協力を得て、２年生20人が職場体験学習を実施
した。

Ａ

・学校評価アンケートの「地域や社会をよくするために何かをしてみたいと思う」と
いう問いに対し、肯定的な回答をした生徒が86%となり達成。
・１学期と２学期に実施した資源物回収では、５０名以上の生徒が参加し、地域の
方や保護者の方と協力して資源物の運搬や分別に取り組んだ。
・２年生を対象にした「先輩に学ぶ」では、卒業生を招いて高校生活や、中学校で
身につけておくべきスキルなどを助言してもらった。1年生を対象とした「働く人に
学ぶ会」を３月に実施予定。

Ａ

・地域行事にも積極的に参加している生徒が多
く見られる。 教頭

教務主任

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である学校名 佐賀市立金泉中学校

１ 前年度
  評価結果の概要

 保護者アンケートから、おおむね良好な結果を得ることができた。新型コロナウイルス感染症対応のため、今年度もＰＴＡや地域に対して学校⾏事等への協⼒要請ができない状況があった。また、学校⾏事等への参加についても⼤きく制限せざるを得なかった。より効果的な⽅法を
模索しながら、⽣徒の出番・役割・承認のサイクルを⽣かせるよう、職員は⽣徒の指導に⼀丸となって取り組んできた。また、校内研究において、教育課程や評価について各教科ごとの取組を共有化し、今後の評価の在り⽅の基盤を築くことができた。定時退勤についての意識は昨年
度よりも⾼くなっており、職員の時間外勤務時間の削減については、数値目標を達成することができた。しかし、学校⾏事等の精選および職員の多忙化の解消については、数値目標に届かなかった。職員の健康維持のためにも、働き⽅改⾰を推進し、職員の多忙化解消に努めたい。

２ 学校教育目標
元気あふれる学校
   〜志をもち 夢をかなえる学校〜

３ 本年度の重点目標
① 豊かな⼼を育む教育の推進   ② 確かな学⼒を育む教育の推進
③ 健やかな体を育む教育の推進  ④   保護者や地域から信頼される学校づくりの推進
⑤ ＳＤＧｓ(Sustainable Development Goals)(持続可能な開発目標)の取り組み

４ 重点取組内容・成果指標

主な担当者
重点取組

具体的取組
中間評価 最終評価

５ 総合評価・
  次年度への展望

・生徒が夢や目標を持ち、その実現に向けて意欲的に取り組むために、キャリア教育の一環として「働く人に学ぶ会」、「先輩に学ぶ会」、「職場体験活動」などを行っている。さらに地域との連携を見据えて取り組んでいく。
・業務改善・教職員の働き方改革の推進については、時間外在校等時間の平均時間や月平均45時間以上の教職員の割合がどちらも昨年度より減少しており、少しずつではあるが多忙化解消ができつつある。さらに、学校行事の精選などに取り組んでいく。
・いじめの早期発見、早期対応に向けた取組の充実については、開発的生徒指導の強化を図り、生徒の自己肯定感をもたせ、正義感を育みながらいじめを許さない環境を作っている。今後も、道徳の授業や短学活の時間の指導で、命や仲間を大切にする気持ちをさらに高めていきたい。

学校関係者評価

●心の教育

●健康・体つくり

●業務改善・教職員
の働き方改革の推進

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価


